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酩酊は・19001｝∵、二」）《アホ；㌧》にk－・て変　けたが、一〆一・しデノしは1909年に制作した《弓を
家どb／（）カ・1こ一／x－　｝1二25　ii　ijじこ／）1901年にiMl　f乍され　　Ux〈一・一ンクレフ、》によって1910イト）’）＋ロンでC・
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いく　その台座に仔名なべt一ト・一ヴ．1∴・り詫蛯　　Lて働いてきたブールデルは、uダン芸術の）そ
　我こそはバ・1ノス、人類のため喬りたかき仁　点と欠，点を知悉Lていた　いかなる批評家，庭
ク7一ル　神酒　を搾：〕だ十もの．1がはじ〉）て　術史家も彼以Lに1］ダン・り本質を理解Lたもの
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決意は撫を感動させ・ぐド沈隊献抑の1翫し嚇近ぐ貴が1順脚’る縣・’似・に
もつ雌見ど献さ．、いひろさ田1伽，島にお留めておいて・・ただきたい明脆を／）1け善
いてはvめ嘘マゴ、・、．クなエゴでスト．・Llり、　き卸）くることを押〕：長ず
金銭や名誉への執イ1「i；，他人に対牛る露骨でしば　　　　　　　　’ ノt ントT／…フ・フー’しヅ，L
L｛．跡・・1撤偲、・）感情は多く副、・に、よ一一硫A・d・6　Sua・合・e・A・t・ine　B・し1rd・11・，　C・1“res一
詰れている）をもt）てこオtl説1えた．「ブー一　，L／・…daizce，　Pr6・ent6・p・・M・1）し1f・t・　1961・　Pa・i・・
デルこそ未来を照らずK’である、一…・私はじつ　Pl（m，　P．55．
に僻酌な仏／W刻を愛Lている．それは感受　それに対L◎ll・アしスはll1・速撫／眞うな返
帽こみたち彿州1格，情熱的で烈L・・彼v・類憧送孟
によく轍するい・だ和、はそ酬1に，強者・1・　［　　　・・リ・　1927’A：．　1Jl　1　ii
みが持つ奴，撫）撚llさを川ヒ・一ことができる　来腰なるエゥリ1・　；5：）’・’／・・にとに鋤は私を
＿．
ブ．一，レデ，レはフラン楠1制ま押）ギ・B　歓びで充たし私け1卸・憶に恐細一てl°　，・F．．　一一…一
ア焔，一）だ（1909年，ブー・レデ・レc］．・芸術に一・LかLそ・／）よろこびは私・〔’憾｝・；）い一そ秋
いてのでンタ．．一ヴ、ピーに答えて）　Ho2nmage‘｝　きいσ）で一i1　貰方」）友情は私を堅固にLてくれ・
Bθztrde〃～，1961，　Librairie　Plon，　P．18，19，　貴方の寛ノくさは並はずれてノくきく・そ）b最も美
V。pi。i・・d・R・di・．　・iゲ・は1900f帥《アホLい贈1）もu）1一疑・）i鍍を超えてい；R　’1－
llン》をみてブーノレデー・しに次のようにいった　　貰方の英雅的ナドアホ11ンは爾後私の家の賓客
という・君は私から翻tてゆく・・…・しかし　とfrtり、私を庇護Lてくれζ訓儲’となるのrで
君はこれ以．L、・）高c7・に登ることは旭・であ／・一｝一・一私はこ酬・品が私を護…てくオLるよう
う　ブー．一ノレデ，しrl身はこ、り作品について，1926　に私の傍近く置き1圭しitう　じつに彼こそ・光
・ロ2刀31附で友人シ．i．　lrしスに宛てた．噺1・，咄1く箭をたずさえた怖る・．くき弓の名人なので
この作品を贈【〕ながらこう書いている　　　　　す．彼こそマノレシアスと結ばれ，Lかも彼の皮を
　　「親愛なる悲劇詩人へ　　　　　　　　　　　　　剣ぎ取った1〔笛の得意なマノレシァスはアホロン
　　1900年私自身をロダンから引離しながら、私　と技を競い，敗れて皮を剥ぎとられた）のではな
は同時に人間を超えて，神アホllンまで昇ろう　かったか　彼はかくも強力な，力強い弓の引き
と試みた　私はこの神が金色の青銅のなかで　手であるので，私は彼を少L高目に飾りたい、
（《アボン・・酬1》，、副玲伽パテ・ナで装屠・彼にはその視繍吹酬るた卿聯が必要な
れた）いらノlib．　，そa・思索・・ろちに灘い戦いげξ一旧一かL最朕しいことe’i．，私嘲しい・
を挑むの観たそこにこそ，人1睦超えてひ裾・刻み手ブー一・．・L・デ・レよ，こ酎べてG功が全
うがる私の最初の試みがあったのだ　こしり試作　く1浄かであるということなのでず　ここに、今
　「アホ1・ジは貴方のものだ　この作r［1’1「1を貴方　　日貴方だけに見出されるものがあるのでず、こ
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　　　　」）素晴らLい頭部は貴方・ノ）二13・レギー一と貴方の　といったが，それはこの作品が若きブーノレデル
三　　　偉大な知性に．9・さわしい　尊敬U）念をyg：　ycし，　の自然主義とロー～ンティスムを宿しながら，純
　　　　いかなるノ渡をももたぬこ・1幌舌L川脈にあ一・窒1・で力強い榊勧集中1こよって引締められ．来
　　　　て・貴方のkうに・そ・リド刃部に才’能と．．ll夫、本　るべき彼の芸術のアルカイスム，様式化への試
　　　　能と精神・り素山［lLい均衡が実現されている芸術　みを響かせ始めた絶妙な瞬問であることを指し
陽　　　家を見rlllずことのできるということは何という　示しているのだ　「1900年（アホロンの制作）
’｝｝福であり圭Lkう　lll方はギリシア人であり　以降、ブーノレデルは彼の作品によって，　つの
V－－r欲であり・そt（フラ・駄であり・常建築1版要求、環境を暗，、k－　U，押し出そうとし
に建築家なのです　貴方の制作するネ中・ぐは一；彼　た　ブールデルの作品はけっして，ロダンのあ
らL］）ノ隊れた衡からぺ⊃って斗（て諾Lてまたる幅，いように石の馴・の奴1紅はない。ダ
v　貴加も越なるli’・li人J）　’Cl，びきが到るところ・・」）／橘はLばし劇｝酬、に咲いた花u）ような
に見川される　有難う一盲ねて有難う・親愛な　ものだ　香わしく傷つきやすく、岩から生じた
るプt7ルデノレ1肪こそこ・P広生において私をというよ・）むしろ岩に寄牡ているヨ、一越、
慰ゐてく縦妙ないノ・姓’）・人な・りです…うなIEブー・デ・レu・儲，は一細・樹木全体、
一・ibid．　P・57・e・ドヴ…《鼻し1）つぶれた男》ある・・は一一樋　・　酬、1。たとえられよう冬1、
がそしり英雄時代を1与告するとすれば・ブールデ　なって葉が落ちると、根を張り空に屹立したそ
ルのこ・り《アホt’ン》は・そ・り後ながく・彼u）　の樹は誤ることのない明晰さと堅固さをもった
いくつか晩二・・r・ンに糸麩し・レ1棚繍るa・1、職となるu）だH。－9，諭融〃，，P．66，
で奴・・《’捲ひく一ラク・ス》・《ア・げ・ア・レA…i・・B・u・d・ll，，　Jean－L。ui，　Vaud。y。，．。ダ
将軍記鰭／象》L・r）《ノ」》《購》・・918－－22）はン（まそu）翻した直観力によっ一ぐブー，レデ側）
いずれも彼醍艇ちなu）だこ・呪弟たちは芸術・・本質艘約した「私にとって糊な、）
《アホ゜ン》1こくらべていず禍いっそう様式は1鮒けm。d。16だブー，レデ，レにと一ては建
化されているそu・kY）造形1内にいちだんと大築である。私は／舗を筋肉の中に表現するが，ブ
きさを感じさせるが・この比較的小さな，等身　一ルデルは様式の中にそれをほとばしらせる
煙螂　1ここy・られている儲活きとした生命Edm・nd　C。mp。gna。，　L，　Q。。tidi，。，7。、，。b，e
」）息吹きは・アホロンという神がまさしくその　1929．ブールデル白身こういっている　「今は打
象徴であり具現であるように，llf春の香気に光　ち建てる時である。　C・est　l・heure　de　batir！肉
り輝いている　このイ乍によってブールデルは　体の規律の中に精神の規律を捏ねまぜねばなら
ロダンの自然主義をこえて、〈アノレカィック〉　ない、．……断片から成る具象的な生命の後に，
な彼自身の造形にふみ出したといえる、ロダン　総体による抽象の情熱を見つけ出そう、」　A．
は「君はこの高みにふたたび昇ることはない」　Bourdelle，　La　Sculpture　et　Rodin，1937，　Paris，
Edition　Emile一正）aul　Fr前cs，　P．192　se（1．彼」）最　質を超えることはできなかった　彼は肉u）とi）
後、’・様ゴ・を伝えている論き友Paul－Louis　cou一　こ、’ご’・た　よLんば彼が11A1二悩のためそこに堕ち
、h。udは，そL，’）・Lll｝1・）最後・・IBこ，一ノー一　，Lデ・したとLても・彼はそ／t）牢獄を愛したU）だ・・…彼
がそか・Rで通り、彼白身のための戸撃芝・り小さな　　に牢獄の扉を開けてやらねばならない　平和と
r・、，！，、li、b　2　IHR、，、1寺を、特⇔1胱鍵べて・・そ・が，淋いi鰍と）「［：　HJI　’i・通じている耽そして゜
そ餌隙題名：．，kぐ，・・　、jl・㌧・戦い〉－e捌、他・“　）．はそ岬　・朝窟から離れようとはしなか一）
、…臆㈱でfv，　．　，たといt．．）ている．，・H・n？ma．．aeたそ・・歪んだ概は彼をひきとどy沈彼は呪
，I　B。～trde〃e，　P．14（）．」。アし・・はゾー頻ゴ・しにわれている『一われ才・れが：“1二しめば・EII］二しむほど，
宛てf二r一紙」川1でこう1琳・た　　人セは充分神　われわれは頂きの高きを望み・山しり一llなる神殿
嘘翻てはいない硝L力源榊勺なもL・r＞僧｛みみる醗われわれが地Lを這えばそれ
ぺ・愛に一・、）　」bて助・ノ．は甦酬澗た・瑠なだ嚇・れわれはそ・唖荷を軽減しよう呂一る’一一
b．．，t＿．いかな紳／：類・も・）で励，偉ノくさ…L・，b…かくLてわれわれは・わ編・オ即棲むべ錫
欲求に・控釦な儲・⊂いないノ講それはと処は滴みなる神・“；　c1）許で翻浸こでは‘－LVj
／1に足らぬ　……II　｝（方だけが神・・（．dieux．）・b感　が料i∫神・b律動であり魂・り調和であることを知る
覚を持～ている　この複数しり神はLたがって，　のだ。1「もL．偉大な．）そ・ノ）ために生きるu）でなけ
け．辻てキIJストだけを意味Lない　この同じ　れば・生きるということは不要だ　そこでのみ
長いア紙の終りの部分に、1　1－：かれているように　　人は己れを成就十るのだ　これこそ私が愛とよ
私割1堵劃汰な一ノ，・・けをオ賑ンホスcりぶ最終的鮒1熱であるそれは切の情慾・．J
中に㍑それらをよ・よく踊糊誠＋・にり則嫌を翫る「詩ノ・とは・私によればフ
とができる．ように撫とは眼に映ずる・・，・・…？一・．・レ琢創胆・数観御を・・k－L現る／c榊なの
・、で；e）　o，・儲は・！・臨船副・殿u）1枇悩　だr・とは物質・味端を把え繍il神酬瀦であ
1923・“　：．　9　」］17、H，　C。，，。，1，…dai・ce　P．2t・・eq．こるL・m・i・e・・1・fi　ni　d・P・・p・it　qui　p°ssさ一
，）h　ilじ附、・・Dで，こ…［li細くJ　）　ii’　．・IJI一人は彼帥　d・1・価d・1・m・・iさ・e・という・1）はこのA〈　llil
、観徳暗黒と）it・HJ　iとを1醐させていく　ノごけが　職し蝋しあうからであるこれが
［一榔地獄鎌悪す11（，．1と隠ながら彼は・グー一どうして真・嚇人慎σ培楽家は藤家なのか
ルデ・しとi’ゲンを対比させζ）　たぶん彼はあ／．　という理由である　そして貴方はまさしく最高
1）　1．1もこu）《地獄、，F・1・U》u・1　lf儲1・1脈・・るた・・建獅な・）だibid．　P・27・そしてこ・呼紙
き～）i，　。“、から逃れたu）ではなかったか彼・・v・・）少し後、11月210N’・・手紙でシ∬レスはブ
ブンに対する憎悪は度を越えているように思わ　　一ノレデルに宛ててこう書いている．rll乍夜，親
れろ、［貴方（ブ・一・レデ・のこそ詩人で々）る　tl　しいエウリヒデスよ、貴方は私の夢に姿を現わ
ゲンは職人であったにすぎず，彼はけっして物　した　われわれは驚嘆すべき，そして厳しい，
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i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「
■
　　　　石」〉ようにイくtで純粋な国にいた　私は樹木を　刻家の死rl929　／　’i　10J11日　c、直後、そL・）∵ト
ー．
　　　愛する　私がそれを眺ぬそして樹木が私を川　リエに、「／二．ブ⊂ア．jコ㌧を眺め，一ノー・しデ4の想
隔 　んでいる限りはLか・一こ・吻みは弱さであ・，L・出にふけり酬ら．彼破L、一川F、。
瞳
り「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＿　　　　　　　Y　　　　　　　　　　．
姻三σ唯分加・だ秋嬬11い裸身耗さえ記1　」）］1］でこう㌧読・）では、k）か一たか　t）〈
も熱愛する昨夜掴しわれが出逢った馳1ま、然とLた《アホ1！　〉》は、1／一一・し弛の死を気
一つの骨を，線しり厳しさ、そcb永遠Lりヴォリ．，　にかけない　《アホIJン》はこの死を待i）てい
一 ムによって驚くべき　・つの骸骨を，示した・り　たのだ　死は、彼がrf：在ナるために，ピ、要たった
だった　そこで私は彫刻建築家たる貴方に話し　・りである　その時圭で、ブ…ルデルik神の姿の
かけ・貴方は私に説くはずである　真の遼とは　制作に時を過していた　今、彼は神なのこ；，あ
持続するも・りであり，確実に［Eしい比例のうち　2．f・　これからは，ノ＼コ“はブー・LデiLを《アホ1！
に定着されたもしりであって、精神・り数が／．、っと　ン》し1）中に探せばhい　《∵I」㌧》はソー・L
も美しいフ1一ル／，　a）うちにとどめられたもJ）で　　デルを創造一｝一るであ／）う　　40ctobere，　Quatre
あると　thid，　P．29．　　　　　　　　　　　　1）ages　de　Journal　par　Clau（le　Avdinc，ノ・‘t
　こ親しいピグマリオン1ギリシア神話に名高
い彫刻家で，自分の創りだした至高の女性像に
恋し，神に祈って彫像に生命を与えてもらい結
婚した　一百に生命を与える者の意♂よ，たしか
にリズムは貴方の師であり、圭た貴方個／∫の本
能なので歩　貴方は何よりもまず詩人な・りでカ，
って，ただたんにかくも従順でかくも困莫佳た地
一Llの肉体を自由に扱うだけではない　それは愛　聖
」）極致の肉体であり，手には反抗ずるが，精神
1こはやずやすと従う・りだ……詩人は現代芸術に
は稀である　とくに彫刻家の中で　一…・貴方u＞
内部で，思考と心情とはll二いに人り交り合う
ibid．　P。26．
　アホ1・ンこそギリシア最大の音楽家，最大の
詩人だった　真の詩人とシュァレスのよんだブ
ー ルデルはアホvンを創造することによ一，て詩
人となったのである　その故にブールデノレの親
しい友人であったクロード・アヴリーヌは，彫　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図4）
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rだりた　若い日Lbロゲンはその貧窮に一呂：しん
た　妻i・一ズの努力と管／型にもかかわらず，プ
Vンスにずる金もないままその粘1二作品は後頭
部が崩れ落ちてマスクになった（図4）が，ブ
ー一　IL戸ノンの揚合も，顔面の傷や頭部の斗犬態をみ
るL－、やはり何かの原因によって崩れ落ちてマ
／・’ノとな・、たもU）で、後にそれにr・を加えて
《『r”　Jjl　ll　〉・り頭剖1》（図5）ができ土ったと考え
られる
（図5）
Sczt／／）tztre　et　Rodin，　P．　XX．
　国・ワ1西洋美制サ館はさきに、ロダンみずから・り
肖像ともいうべき《考える人》に対応する，ブ
ー ・レデルの《弓をひく…ラクレス》を購入した
（当館年　lll　No．3，1969，　P．68　seq．参照）が，
ここで今、ロダンの《鼻のつぶれた男》に較べ
られる重要さをも一、たブー・レデルの《アホロン
のマスク》を得たことはよろこばしい　二人の
偉大な彫刻家にと一、てそれぞれ初期の代表作で
あるこの二つの作品は，最初は両方ともマスク
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